
弥
生
時
代
中
期

・
畿

内

社

会

の
構

造

と

セ
ト

ル
メ

ン
ト

シ

ス
テ

ム

酒

井

龍

]

は
じ
め
に

本
稿
は
弥
生
時
代
中
期
に
近
畿
地
方
中
央
部
に
存
し
た

一
社
会
構
成
体
の
構
造

を
理
解
す
べ
く
、
現
時
点
の
遺
跡
資
料
か
ら
そ
の
セ
ト
ル
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
考

古
学
的
に
分
析
し
、
全
体
で

一
っ
の
仮
説

モ
デ

ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
目
的

が
あ
る
。
だ
が
観
察
の
対
象
と
す
る
遺
跡

の
す
べ
て
は
極
く
部
分
的
に
発
掘
調
査

を
受
け
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
論
述

に
も
未
確
定
の
諸
要
素
を
含
み
込
む
。

そ
れ
ゆ
え
今
後
の
発
掘
調
査
の
進
捗
な
ら
び
に
認
識
の
展
開
と
頻
繁
に
対
応
さ
せ
、

よ
り
現
実
に
即
し
た
合
理
的
な
モ
デ
ル
に
再
構
成
す
る
心
要
が
あ
る
。

中
期
社
会
構
成
体
の
概
要

近
畿
地
方
中
央
部

、
後

日

「
畿
内

」
と

称
さ
れ
る
地
に
弥
生
時
代
中
期
の

数

百
年
間
、

一
っ
の
社
会

構
成
体
が

存
し

て
い
た
可
能
性

を
か

っ
て
認
め

(
酒
井

一
九
七
四

・
一
九
七
六
)
、
そ
の
後
、
実
態
究
明
の
為
の
試
行
を
幾
度
か

続
け
て
き
た

(酒
井

一
九
七
七

・
一
九
七
八
A

・
一
九
八

一
・
一
九
八
二
A

・
一

九
八
二
B
)。

そ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
構
成
体
は
各
地
に
点
在
す
る
数
十
の
拠
点
集
落

が
生
産
ー
消
費
の
相
互
活
動
に
よ
る
生
産
手
段
の

一
部
土
ハ有
体
と
し
て
安
定
し
た

経
済
的

・
文
化
的

・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
複
合
体
を
な
し
て
い
た
。
構
成
の
基
本
要

素
で
あ
る
各
拠
点
集
落
は
、
そ
の
多
く
が
前
期

(第

一
様
式
)
に
設
定
さ
れ
、
中

期
初
頭

(第
二
様
式
)
～

中
期
末

(第
四
様
式
)
の
長
時
間
に
わ
た
り
個
定
存
続

す
る
と
共
に
、
こ
の
集
落
配
列
を
回
路
に
各
地
の
諸
生
産
物

・
人
間

・
情
報
が
広

範
囲
か
つ
活
発
に
移
動
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
そ
れ
を
相
前
後
す
る
時
代

が
表
面
的
に
も
社
会
構
造
の
急
激
な
変
化
を
呈
す
る
状
況
と
は
対
比
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
構
成
体
は
長
時
間
に
わ
た
り
全
く
動
態
の
な
い
静
的
状
態
に

あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
各
地
の
拠
点
集
落
に
よ
る
社
会
の
基
本
的
枠
組
は
固
定

さ
れ

つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
各
小
期
に
派
生
す
る
下
位
周
辺
諸
集
落
の
活
発
な

消
長
に
顕
著
に
反
映
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
動
態
の
特
質
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
う

る
。
こ
の
よ
う
な
拠
点
集
落
を
核
と
す
る
地
域
的
動
向
は
、
例
え
ば
、
安
満

(原

口

一
九
七
七
)

・
池
上

・
四
ッ
池

(堺
市
教
育
委
員
会

一
九
八

一
)
遺
跡
等
そ
の
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周
辺
諸
遺
跡
を
含
む
調
査
が
進
行
し
て
い
る
地
域
で
そ
の

一
端
を
理
解

で
き
る
。

つ
い
て
は
各
拠
点
集
落
遺
跡
内
部
の
変
化
と
い
う
ミ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
お
よ
び
周
辺

ノ

諸
遺
跡
の
消
長
に
か
か
る
セ
ミ
ミ
ク

ロ
ス
ケ
ー
ル
の
観
察
こ
そ
中
期
構
成
体

の
動

態
を
把
握
す
る
に
不
可
欠
の
作
業
と
な
る
が
、
大
社
会
全
体
の
構
造
を

マ
ク

ロ
ス

ケ
ー
ル
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
本
稿
と
は
機
を
改
め
る
。

か
か
る
原
理
で
構
成
さ
れ
る
経
済
的

・
文
化
的
複
合
体
の
枠
組
は
、
ま
た
広
範

な
自
然
空

間
か
ら
自

ら
を
境
界
づ
け
存
続
せ
し
む
べ
く
個
有
の
祭
杷
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
も
生
み
だ
し
た
。
こ
れ
は
特
定
祭
器
を
媒
介
と
す
る
観
念
型
の
祭
祖
段
階

の
も
の
で
あ
り
、
当
時
、
近
畿
地
方
で
は
主
に
銅
鐸
を
、
北
九
州
で
は
銅
剣

・
鉾

・
父
と
い
う
青
銅
製
品
を
特
定
祭
器
と
す

る
同
型
態
の
祭

杷
が
並
存
し

て
い
た

(春
成

↓
九
七
八
、
酒
井

一
九
ヒ
八

B

・
一
九
八
〇
)。

構
成
体
の
形
成

・
構
造
維
持

・
解
体
過
程
の
歴
史
的
位
置

歴
史
的
に
は
弥
生
時
代
前
期

(第

一
様

式
)
が
～中
期
構
成
体

の
形
成
過
程
に
、

中
期
初
頭

(第
二
様
式
)
～

中
期
末

(第

四
様
式
)
が
そ
の
構
造
維
持
過
程
に
、

そ
し
て
後
期

(第
五
様
式
)
が
そ
の
解
体
過
程
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
す
る
。
す
な
わ

ち
弥
生
時
代
前
期
を
伝
統
的
な
縄
文
社
会
か
ら
新
た
な
社
会
環
境
に
適
応
し
た
社

会

へ
の
変
換
過
程
、
対
す
る
後
期
を
よ
り
新
た
な
環
境
に
適
応
す
る
次
の
占
墳
社

会

へ
の
再
変
換
過
程
と
理
解
す
る
。

本
稿
の
対
象
と
す
る
長
時
間
の
構
造
維
持
を
み
た
中
期
社
会
構
成
体
に
は
ζ
甲

『ξ

9D
ヨ
餌

(
一
⑩
①
ω
)

に
よ

る

社

会

変

動

の
規
定

を
援

用

し

て
、

ネ

ガ

テ

ィ
ブ

フ

ー

ド

バ

ッ
ク

器
ひq
鋤
鉱
く
Φ

h①
Φ
α

σ
餌
葺

の
作

用

す

る

「
逸
脱

ー

抑

制

的

相

互

因

果

過

程

α
Φ
≦
9D
鉱
○
口
1
0
0
§

8
田

。
ニ
コ
αq

。
磐

。。
巴

嘆

0
8
ω
ω
Φ
ω
」

つ
ま

り

フ

ァ
ー

ス

ト

サ
イ

バ

ネ

テ

ィ
ク

ス

麟
『
2

0
旨

9D
コ
Φ
一
一〇
ω

を

該

当

さ

せ

理

解

す

る

と

共

に
、

そ

れ

が
解

体

し

て

ゆ

く
後

期

社

会

に

は

ポ
ジ

テ

ィ
ブ

フ

ィ

ー
ド

バ

ッ
ク

℃
○
ω三

く
Φ

8
Φ
α
σ
餌
葵

の
作

用

す

る

「
逸

脱

ー
増

幅

的

相

互

因

果

過

程

α
Φ
<
す
ロ
○
口

鋤
唇

-

一旨

;
σq

。
磐

ω
毘

嘆

0
8

沼
Φ
ω
」

つ
ま

り

セ
カ

ン
ド

サ
イ

バ

ネ

テ

ィ
ク

ス

ω
①
-

○
○
巳

o
旨

鋤
口
Φ
鉱
。
ω
を

該

当

さ

せ

説

明

が

で
き

う

る

(
ク

ン
ケ

ル

・
加

藤

一
九

七

四

、

バ

ッ
ク

レ

イ

・
新

・
中

野

一
九

八

〇

)
。

た

だ

し
、

全

体

的

に
は

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

フ

ィ

ー
ド

バ

ッ
ク

の
作

用

す

る

中

期
社

会

に

あ

っ
て
も

、

部

分

的

、

例

え

ば

特

定

祭

器

を

媒

介

と

す

る

祭

杷

イ

デ

オ

ロ
ギ

ー

に

は

ポ
ジ

テ

ィ
ブ

フ

ィ

ー
ド

バ

ッ
ク

の
働

き

が

認

め

ら

れ

る

。

そ

れ

は

現

像
的

に

は
祭

器

の
大

型

化

・
多

数

化

お

よ

び

祭

杷

行
為

の

頻

発

化

・
拡

大
化

に

表

現

さ

れ

て

い

る
。

中

期

構

成

体

の

解
体

が
表

面

化

し
始

め

る

の

は
後

期

初

頭

で
あ

る

。

こ

の
時

点

か

ら
中

期

構

成

体

の

枠
組

を
長

時

間

に

わ

た
り

形

成

し

て
き

た

各

拠

点
集

落

は
徐

々

に
廃

絶

を

始

め

、

後

期

末

頃

に

は

ほ
と

ん

ど
す

べ

て

の
廃

絶

が

完

了

す

る
。

こ

の
過

程

を

生

じ

せ
し

め

る

イ

ニ
シ

ャ

ル
キ

ッ
ク

巨

鉱
巴

肛
葺

(
竃
碧

阜

蜜
餌
ヨ
旦

一
⑩
①
ω
)

に

は
大

陸

に
お

け

る
急

激

な

社

会

変
動

に
起

因

す

る

こ

の
社

会

へ
の
外

圧

を

評

価

し

、

弥

生

時

代

～
古

墳

時

代

へ
の
社

会

構

造

の
変

化

過

程

モ

デ

ル
を

設

定

し

う

る

(
酒

井

一
九

八

二
B
)
。

38



「
遺
跡
」
と
し
て
の
拠
点
集
落

中
期
社
会
の
基
本
構
成
要
素
た
る
拠
点
集
落
の
多
く
は
前
期
以
来
同
じ
地
に
数

百
年
間
固
定
存
続
し
た
結
果
、

「遺
跡
」
と
し
て
次
の
よ
う
な

一
般
的
様
相
を
備

え
る
も
の
が
多
い
。

'

＼

＼環境体

「 「 一}}
i

/
/

＼

或moo

ヨ　

　　

　
　

　

ト
　

一

臥

/
ー

/
一

＼

一

r
一

第一図 拠点集落の理論的枠組(酒 井1982)

 

、
遺
跡
範
囲
の
中
核
に
は
第

一
様
式

+
第
二
～
四
様
式
の
基
本
生
活
維
持
施

設

(住
居
・
貯
蔵

・
火
所

・
廃
棄
物
処
理
)
に
か
か
わ
る
遺
構
群
の
著
じ
る
し

い
累
積
を
み
る
。

二
、
こ
の
基
本
生
活
領
域
の
範
囲
は
径
三
百
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。

三
、
基
本
生
活
領
域
と
重
複
し
、
よ
り
広
範
囲
に
は
中
期
各
時
期
の
各
種
機
能

活
動
施
設

(水
田

・
水
路

・
墳
墓

・
祭
杷
場

・
製
作
場

・
そ
の
他
)
に
か
か

る
遺
構
が
分
布
す
る
。

四
、
こ
の
機
能
空
間
の
範
囲
は
径
七
百
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。

こ
の

一
般
的
様
相
は
、
遺
跡
範
囲
と
存
続
時
期
か
ら
拠
点
集
落
の
可
能
性
あ
る

遺
跡
を
特
定
す

べ
く
典
型
的
な
拠
点
集
落
た
る
池
上

・
瓜
生
堂

・
亀
井
の
三
遺
跡

の
知
ら
れ
る
実
情
か
ら
導
き
だ
し
た

(酒
井

一
九
八
二
A
)。こ
こ
で
、
別
の
実
例

と
し
て
四

ッ
池
遺
跡
を
あ
げ
そ
の
妥
当
性
を
簡
略
に
検
討
し
て
お
く

(第
二
図
)。

四

ツ
池
遺
跡

(堺
市
教
育
委
員
会

一
九
八

一
)
で
は
、
三
光
台
地
と
称
さ
れ
る

台
地
上
に
弥
生
時
代
前
期
中
頃

(第

一
様
式
中
段
階
)
～

後
期

(第
五
様
式
)
初

頭
の
住
居
趾
等
生
活
諸
遺
構
が
集
中
す
る
。
こ
こ
を
基
本
生
活
領
域
と
理
解
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
範
囲
は
長
径
三
百
メ
ー
ト
ル
、
短
径
百
八
十

メ
ー
ト
ル
程
度

で
、
周
囲
を
段
丘
壁

・
自
然
流
路

・
溝
で
画
さ
れ
る
。
視
覚
的
に
も
基
本
生
活
領

域
を
画
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
台
地
の
北
方
と
東
方
の
ニ
ケ
所
に
は
方
型
周
溝

墓
を
主
体
と
す
る
墓
域
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
基
本
生
活
領
域
を
核
に
そ
の
周
囲

が
機
能
空
間
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
事
実
を
知
り
う
る
。
こ
れ
ら
ニ
ケ
所
の
墓

域
の
外
縁
は
台
地
中
央
、
す
な
わ
ち
基
本
生
活
領
域
の
中
心
か
ら
三
百
五
十
メ
ー

ト
ル
付
近
に
い
ず
れ
も
位
置
す
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
四
ッ
池
遺
跡
の
基
本
生

活
領
域
と
機
能
空
間
の
規
模
が
先
に
あ
げ
た
拠
点
集
落
の

一
般
的
様
相
と
お
お
む

ね

一
致
す
る
こ
と
を
示
す
。
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基
本
生
活
領
域
と
機
能
空
間
と
も
理
論
的
に
は
円
形
に
描
く
け
れ
ど
も
、
実
際

の
遺
跡
範
囲
は
現
実
の
地
形
に
制
約
さ
れ

て
変
化
が
生
じ
て
い
よ
う
。
例
え
ば
、

背
面
に
北
摂
山
地
、正
面
に
淀
川
流
域
が
存
し
、そ
れ
ら
に
狭
ま
れ
た
地
に
存
す
る

安
満
遺
跡
は
南
北

○

.
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西

一
・
ニ
キ
ロ
メ
i
ト
ル
程
度
の

＼

第二図 四 ツ池遺跡 の基本生 活領 域と機能 空間

(堺市教 育委員会1981)に 加 筆

 

極
長
形
を

呈
す
る
。
こ
の
よ
う
な
変
形
が
生
じ
て
い
る
場
合
で
も
全
体
の
面
積
は

先
の

一
般

的
様
相
と
大
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
大
和
盆
地
の
典
型
的
な

拠
点
集
落

た
る
唐
占
遺
跡

(
田
原
本
町
教
育
委
員
会

一
九
八
三
)
は
短
径
六
百
メ

ー
ト
ル
、

長
径
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
度
の
範
囲
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
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拠
点
集
落

の
キ

ャ

ッ
チ
メ

ン
ト

エ
リ

ア

の

キ

ャ

ッ
チ

メ

ン
ト

エ
リ

ア
も

し

く

は

遠
隔

地

か

ら
搬

入

せ
ざ

る

を

え

な

い
条

件

が

課

せ

ら

れ

る
。

内
在
す
る
各
拠
点
集
落
と
そ
の
周
囲
自
然
環
境
と
で

一
個
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

形
成
す
る
。
各
集
落
は
、
自
ら
の
環
境
体

の
諸
資
源
に
か
か
る
生
産
活
動
と
他
環

境
体
の
諸
資
源
に
か
か
る
消
費
活
動
と
で
社
会
的
に
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

生
活
集
団
と
周
囲
自
然
環
境
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
理
解
に
は

≦
鉱
-
霊
コ
N
一
・

震
σq
σq
ω
(
一
⑩
刈
○
)
の
分
析
概
念
を
援
用
し
、
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
距
離
範
囲
も

し
く
は
徒
歩

一
時
間
の
時
間
範
囲
を
そ
の
集
落
の
キ
ャ
ッ
チ
メ
ン
ト

エ
リ
ア

。£、
-

8
げ
ヨ
①
馨

9・『$

と

み
る
。

自

然
環
境

は
各
種

の
微
小

環
境

自

。『○
窪
く
∵

8
コ
ヨ
Φ巨
(
○
○①
.
固
餌
弓
Φ蔓

一〇
①心
)

群

で
構
成

さ
れ
、
各
キ
ャ
ッ
チ
メ
ン

ト
エ
リ
ア
内
の
微
小
環
境
の
内
容
は
各

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
個
性
づ
け
る
と
土
ハに
、

各
拠
点
集
落
の
生
産

・
消
費
活
動
を
規
定
す
る
。

近
畿
地
方
中
央
部

の
各
地
に
広
範
囲
か

つ
大
量
の
移
動
が
知
ら
れ
て
い
る
産
物

の
い
く

つ
か
を
観
察
す
る
と
、
例
え
ば
国
府

・
喜
志

・
竹
内
遺
跡
に
は
打
製
石
器

用
サ
ヌ
カ
イ
ト
を
産
出
す
る
二
上
山
地
域

が
、
瓜
生
堂

・
鬼
虎
川

・
恩
智
遺
跡
に

は
良
質
な
土
器
用
粘
土
の
生
駒
山
脈
西
麓

が
、
池
上

・
四

ッ
池
遺
跡
に
は
海
産
物

の
大
阪
湾
が
、太
田
黒
田
遺
跡
に
は
磨
製
石
器
用
結
晶
片
岩
の
紀
ノ
川
流
域
が
、
あ

る
い
は
安
満
遺
跡
に
は
磨
製
石
器
用
粘
板
岩

の
円
波
山
地
が
そ
れ
ぞ
れ
近
接
所
在

し
、
各

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
個
性
づ

け
て
い
る
。
ま
た
逆
に
、
河
内
平
野
や

大
和
盆
地
中
央
部
に
位
置
す
る
諸
遺
跡

は
石
器
石
材

の
ほ
と

ん
ど
を
他
集
落

拠
点
集
落
遺
跡
の
分
布
型
態

近
畿
地
方
全
体

(三
重
県

・
滋
賀
県

・
京
都
府

・
奈
良
県

・
大
阪
府

・
和
歌
山

県

・
丘
ハ庫
県
)
に
は
二
千
百
ケ
所
程
度
の
主
な
弥
生
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る

(竹

内
他

一
九
八
二
)
。

こ
れ
ら
に
は
大

・
小
様
々
な
規
模
、
長

・
短
様
々
な
存
続
期

間
、
集
落
趾
や
銅
鐸
の
出
土
地
等
様
々
な
種
類
、
あ
る
い
は
集
落
趾
で
も
拠
点
集

落
や
派
生
周
辺
集
落
等
様
々
な
性
格
の
遺
跡
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
中
か
ら

各
地
の
拠
点
集
落
を
特
定
す
る
に
は
適
切
な
フ
ィ
ル
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

h暮
茜
二
〇
⇒

(
○
『o
¢
σ
Φ

一⑩
c。
捨

酒
井

一
九
八
三
)
を
施
こ
す
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
厳

密
か

つ
客
観
的
フ
ィ
ル
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
う
る
程
す
べ
て
の
遺
跡
に
調
査
が
お

よ
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
遺
跡
と
し
て
の
拠
点
集
落

の
定
義
が
十
分

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
中
間
作
業
と
し
て
の
本
稿
で
は
暫
定
的
に

そ
の

一
般
的
様
相
を
設
定
し
、
そ
れ
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
遺
跡
と
可
能
性
の
検
討
を

要
し
よ
う
遺
跡
と
で

一
応
の
分
布
図

(第
三
図
)
を
作
製
し
た
。
そ
こ
に
あ
げ
た

遺
跡
の
多
く
は
筆
者
の
主
観
で
選
定
し
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
先
学

(寺
沢

一
九
七
九
、
佐
原
他

一
九
八
三
)
の
考
え
を
も
参
考
と
し
た
。
将
来
に
お
け
る
調

査
の
進
捗
に
応
じ
た
よ
り
合
理
的
な
分
布
図
を
再
製
し
て
ゆ
く
こ
と
を
条
件
に
、

こ
れ
か
ら
近
畿
地
方
中
央
部
に
お
け
る
拠
点
集
落
の
分
布
状
況
"
数

・
範
囲

・
配
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列

・
間
隔
等
を
概
観
し
た
い
。

さ
て
可
能
性
を
認
め
た
遺
跡
と
検
討
を
要
す
る
遺
跡
は
次
の
五
十
三
ヶ
所
で
あ

る
。

加
茂
、
宮
ノ
前
、
勝
部
、
田
能
、
上

津
島
、
東
奈
良
、
耳
原
、
安
満
、
神
足
、

鶏
冠
井
、
中
久
世
、
深
草
、
中
臣
、
南
滋
賀
、
服
部
、
目
垣
、
大
塚
、
柱
本
、

太
奏
、
森
小
路
、
森
ノ
宮
、
中
垣
内

、
鬼
虎
川
、
縄
手
、
瓜
生
堂
、
桑
津
、

亀
井
、
恩
智
、
山
ノ
内
、
瓜
破
、
国
府
、
四

ッ
池
、
池
上
、
男
里
、
北
田
井
、

太
田
黒
田
、
岡
村
、
喜
志
、
涌
出
宮

、
佐
紀
、
平
等
坊
岩
室
、
唐
古
、
長
柄
、

三
輪
、
坪
井
大
福
、
多
、
保
津
宮
占

、
中
曽
司
、
竹
内
、
鴨
都
波
、
新
沢

一
、

四
分
、
岡
。

こ
の
中

で
発
掘
が
比
較
的
進
行
し
て
い
て
そ
の
可
能
性
の
高
い
遺
跡
に
、
田
能
、

東
奈
良
、
安
満
、
鬼
虎
川
、
瓜
生
堂
、
亀
井
、
四

ッ
池
、
池
上
、
唐
占
等
が
あ
り
、

各
地
の
拠
点
集
落
の
実
態
を
呈
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
先
に
あ
げ
た

一
般
的
様

相
に
お
お
む
ね
合
致
し
よ
う
。

分
布

の
北
西
端
に
は
加
茂
、
北
東
端
に
は
服
部
、
南
西
端
に
は
岡
村
、
そ
し
て

南
東
端
に
は
岡
遺
跡
が
そ
れ
ぞ
れ
位
置
す
る
。
分
布
地
は
摂
津
平
野
、
河
内
平
野
、

山
城
盆
地
、
琵
琶
湖
南
端
沿
岸
、
大
和
盆
地
、
和
泉
平
野
、
和
歌
山
平
野
等
に
お

よ
び
、
と
り
わ
け
集
中
す
る
の
は
摂
津
平
野
東
部
～
河
内
平
野
北
半
と
大
和
盆
地

南
半
の
ニ
ケ
所
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
拠

点
集
落
が
い
わ
ゆ
る
畿
内
中
央
部
を
核

と
し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
示

す
。

配
列
を
見
れ
ば
、
各
遺
跡
が
空
間
的
に
広
が
り
を
も

っ
て
分
布
す
る
部
分

(面

帯
)
と
列
を
な
し
て
分
布
す
る
部
分

(線
帯
)
の
こ
者
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
前
者

は
後
者
の
複
合
と
理
解

で
き
る
。
典
型
的
に
面
構
成
を
し
て
遺
跡
分
布
を
み
る
地

は
河
内
平
野
北
半

(河
内
面
帯
)
と
大
和
盆
地
南
半

(大
和
面
帯
)
の
ニ
ケ
所
で

あ
る
。
河
内
面
帯
を
構
成
す
る
遺
跡
に
は
森

ノ
宮
、
中
垣
内
、
鬼
虎
川
、
縄
手
、

瓜
生
堂
、
桑
津
、
亀
井
、
恩
智
、
山
ノ
内
、
瓜
破
、
国
府
遺
跡
が
、
大
和
面
帯
の

遺
跡
に
は
平
等
坊
岩
室
、
唐
古
、
長
柄
、
三
輪
、
坪
井
大
福
、
多
、
保
津
宮
古
、

中
曽
司
、
竹
内
、
鴨
都
波
、
新
沢

一
、
四
分
、
岡
遺
跡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
典
型
的

な
二
つ
の
面
帯
に
加
え
て
摂
津
平
野
東
半
に
も
河
内
面
帯
と
連
続
す
る
遺
跡
分
布

(摂
津
面
帯
)
も
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
現
時
点
で
は
未
確
認
の
遺
跡
も
多
く
確

定
し
な
い
。
河
内
面
帯
と
大
和
面
帯
の
諸
遺
跡
は
実
際
的
に
は
生
駒
ー
金
剛
山
脈

で
画
さ
れ
る
が
、
二
上
山
の
東
西
両
側
に
位
置
す
る
竹
内
と
喜
志
の
両
遺
跡
が
最

も
接
近
し
て
お
り
そ
の
分
布
線

(河
内
-
大
和
線
帯
日
二
上
山
線
)
で
つ
な
が
る
。

一
方
、
線
構
成
を
し
て
遺
跡
が
分
布
す
る
地
は
大
阪
湾
沿
岸
、
生
駒
山
脈
西
麓
、

淀
川
北
岸
、
大
和
盆
地
東
辺
～
木
津
川
沿
岸
、
等
各
所
に
あ
る
。
河
内
面
帯
の
南

西
端
か
ら
大
阪
湾
沿
岸
に
沿

っ
て
和
歌
山

へ
の
び
る
遺
跡
分
布
線

(河
内
i
和
歌

山
線
帯
)
に
は
山

ノ
内
、
四
ッ
池
、
池
上
、
男
里
、
北
田
井
、
太
田
黒
田
、
岡
村

遺
跡
が
、
摂
津
平
野
か
ら
淀
川
北
岸
に
沿

っ
て
山
城
盆
地
更
に
は
琵
琶
湖
南
端
に

も
至
る
分
布
線

(摂
津
ー
山
城
線
帯
)
に
は
加
茂
、
宮
ノ
前
、
勝
部
、
田
能
、
上

津
島
、
東
奈
良
、
耳
原
、
安
満
、
神
足
、
鶏
冠
井
、
中
久
世
、
深
草
、
中
臣
、
南

磁
賀
あ
る
い
は
服
部
遺
跡
等
が
の
る
。
金
剛
山
脈
の
北
端
近
く
の
二
上
山
西
麓
か

ら
生
駒
山
脈
西
麓
に
沿

っ
て
摂
津
平
野
東
部
に
至
る
分
布
線

(河
内
i
摂
津
東
部
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線
帯
)
に
は
喜
志
、
国
府
、
恩
智
、
縄
手

、
鬼
虎
川
、
中
垣
内
、
太
奏
、
大
塚
、

安
満
遺
跡
が
、
大
和
盆
地
東
辺
か
ら
木
津

川
に
沿

っ
て
山
城
盆
地
に
む
か
う
分
布

線

(大
和
1
山
城
線
帯
)
に
は
例
え
ば
岡

、
坪
井
大
福
、
長
柄
、
平
等
坊
岩
室
、

佐
紀
、
涌
出
宮
遺
跡
が
の
る
。
た
だ
し
後
者
に
つ
い
て
は
な
お
ま
だ
摂
津
-
山
城

線
帯
と
結
合
す
る
に
は
い
た
ら
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
近
畿
地
方
中
央
部
に

お
け
る
拠
点
集
落
の
配
列
状
況
は
二
っ
の
面
帯

(河
内
面
帯

・
大
和
面
帯
)
と
そ

れ
ら
を
結
ぶ
線
帯

(河
内
ー
大
和
線
帯
)
な
ら
び
に
そ
れ
ら
か
ら
派
生
す
る
複
数

の
線
帯

(河
内
1
和
歌
山
線
帯
、
摂
津
ー
山
城
線
帯
、
河
内
ー
摂
津
東
部
線
帯
、

大
和
-
山
城
線
帯
、
他
)
に
か
か
る
遺
跡
か
ら
な

っ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

次
に
隣
在
す
る
遺
跡
と
の
間
隔
を
観
察
す
る
。

第
三
図
は
各
遺
跡
の
範
囲
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
集
落
趾
の
中
心
が
発
掘
に

よ
り
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
分
布
図
上

の
厳
密
な
位
置
に
ド
ッ
ト
を
打
ち
き
れ

て
い
な
い
こ
と
、
更
に
は
拠
点
集
落
遺
跡

と
し
て
今
回
と
り
あ
げ
た
も
の
に
実
際

に
は
該
当
し
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
等
、
諸
条
件
と
不
手
際
が

重
な
り
相
当
の
誤
差
が
想
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
現
時
点
で
そ
の

一
般
的
様
相
を

う
か
が
う
程
度
に
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

地
図
上
の
遺
跡
間
隔
は
先
に
述
べ
た
諸
事
情
に
加
え
て
、
現
実
の
地
形
を
全
く

無
視
し
た
平
面
的
直
線
距
離
で
、
細
や
か
な
測
定
数
値
は
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な

い
。
こ
の
限
定
を
踏
え

つ
つ
概
観
す
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
を
え
る

(第

一
表
)
。

七
七
ケ
所
に
つ
い
て
間
隔
を
測
定
す
る
と
三

っ
の
数
値
付
近
に
分
布
頻
度
が
高

い
。
す
な
わ
ち
二

・
一
～
二

・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

(十
ケ
所
)
、
三

.
六
～
六

.

五

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

(
三
十

九

ケ

所

)

、
そ

し

て
九

・
六

～
十

・
○

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

(
四

ケ
所

)

で

あ

る
。

そ

こ

で
理

解

し

や

ず

い
よ

う

に
数

値

を

限

定

し

て
言

い
代

え

る

と
、

そ

れ

ぞ

れ

二

・
五

キ

ロ
メ

ー
ト

ル
、

三

・
五

～
六

・
五

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
、

そ

し

て
十

キ

ロ
メ

ー
ト

ル
付

近

に
頻

度

の
山

が

あ

る

と

い

う

こ

と

に

な

る
。

こ

の

内

、

多

数

を
占

め

る

の
は

三

・
五

～

六

・
五

キ

ロ
メ

ー

ト

ル
で
、

仮

に

そ

の
中

間

値

を

と

っ
て

五

キ

ロ
メ

ー
ト

ル
程

度

が

拠

点

集
落

の

一
般

的

間

隔

と

仮

定
し

て
お

こ
う

。

仮

に

五

キ

ロ
メ

ー

ト

ル
程

度

毎

に
拠

点

焦

落

が

点

在

す

る

の
を

一
般

的

と

す

る

立

場

を

と

れ

ば

、

理

論

的

に
あ

る

べ
き

ポ

イ

ン
ト
付

近

に
遺

跡

が

実

在

す

る

の
は

当

然

と

し

て
も

、

実

在

し

な

い

ポ

イ

ン

ト

は

ブ

ラ

ッ
ク

ホ

ー

ル

三
碧

貯

げ
○
一①

(
○
【
○
・⊆
σ
①

一
⑩
Oo
一
)
と

し

て
検

討

を

要

す

る
。

分

布

図

に
お

け

る

ブ

ラ

ッ
ク

ホ

ー

ル

の
原

因

は

様

々

(
団
o
(μ
α
①
【

一
〇
刈
①
曽
○
『
o
亘
げ
Φ

一
⑩
cO
一
)

で
、

例

え

ば

①

も

と

か

ら

な

い
、

②

あ

る

が

ま

だ

発

見

さ

れ

て

い

な

い
、

③

あ

っ
た

が

既

に
消

滅
し
た
、

④

遺

跡

は

あ

る

が

当

該

分

布

図

に

あ
げ

て

い

な

い
、

等

が

考

え

ら

れ

る

。

そ

こ

で

旦
ハ体

的

に
ブ

ラ

ッ
ク

ホ

ー

ル
を

特

定

し

て
検

討

す

る
。

仮

に

一
ヶ
所

の
ブ

ラ

ッ
ク

ホ

ー

ル
が

想

定

さ
れ

る
場

合

、

そ

の
両

側

に
位

置

す

る
遺

跡

間

の
間

隔

は

五

キ

ロ

メ

ー
ト

ル

の
倍

数

で
十

キ

ロ
メ

ー

ト

ル
程

度

の

は
ず

で
あ

ろ
う

。

先

ず

大

和

ー
河

内

線

帯

上

の
竹

内

ー
喜

志

遺

跡

間

の
直

線

距

離

は
九

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

で
、

そ

の
中

間

に

一
ケ

所

の
拠

点

集

落

が

存

し

て
も

よ

い
。

と

こ

ろ
が

中

間

に
は

サ

ヌ
カ

イ

ト

産

出

で
著

名

な

二
上

山

が

あ

る
。

拠

点

集

落

の
立

地

条

件

は

一
般

的

に
平

地

も

し

く

は

低

い
丘

陵

上

で
あ

る

こ

と

か

ら

、
当

該

地

が

そ

の
設

定

条

件

に
著

じ

る
し

く
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あ
わ
な
い
こ
と
は
た
だ
ち
に
指
摘
し
う
る
。
本
来
は
竹
内
ー

(
二
上
山
)
1
喜
志

遺
跡
と
な
る
べ
き
を
、
中
間
に
山
脈
が
あ
る
為
当
初
か
ら
拠
点
集
落
が
そ
の
地
に

設
定
さ
れ
な
か

っ
た
可
能
性
が
強
い
。
同
様
に
線
帯
上
の
遺
跡
で
間
隔
が
十
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
程
度
そ
し
て
中
間
に
山
塊
が
あ
る
個
所
を
探
す
と
、
河
内
ー
和
歌
山
線

帯
上
の
男
里
ー
北
田
井
遺
跡
間
や
摂
津
-
山
城
線
帯
上
の
安
満
i
神
足
遺
跡
間
が

み
い
だ
せ
る
。
後
者

は
九

・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
中
間
に
天
王
山

(大
山
崎
)が
、

前
者
は
十

一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
中
間
に
和
泉
山
脈

(山
中
谷
)
が
存
し
、
そ
れ

ぞ
れ
中
間
に

一
個
の
集
落
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
条
件
に
合
わ
な
い
理
由
で
当
初
か

ら
設
定
さ
れ
な
か

っ
た
と
判
断
で
き
る
個
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
河
内
i

和
歌
山
線
帯
上
の
池
上
ー
男
里
遺
跡
間
は
二
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
中
間

に
三
個

の
拠
点
集
落
が
予
測
さ
れ
る
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
と
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

一
〔
)

りcC=

一

鼻

りc

臓

一
始

攣

藍
面
愚
漁
畑

一〇

二

に

晦

凄

ヨ
】譲

(
ξ

)

が
こ
の
中
間
地
に
は
山
脈
も
な
く
設
定
条
件
に
か
な
っ
た
平
地
で
、
か
つ
実
際
に

も
多
数
の
弥
生
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
拠
点
集
落
の
可
能

性
を
考
慮
し
う
る
遺
跡
を
そ
れ
ら
の
中
か
ら
ま
だ
特
定
で
き
て
い
な
い
実
状
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
の
地
が
設
定
条
件
に
あ
い
、か
つ
当
該
時
代
の

遺
跡
が
数
多
く
分
布
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
内
の
あ
る
遺
跡
が
将
来
の
調
査
で
特
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
大
和
i
山
城
線
帯
の
平
等
坊
岩
室
ー
佐
紀
遺
跡
間

(十

・
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)
と
佐
紀
i
涌
出
宮
遺
跡
間

(九

・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

で
、
い
ず
れ
も
中
間
に

一
個
の
遺
跡
が
予
測
さ
れ
る
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
窪
之
庄
遺
跡
が
該
当
し
よ
う
可
能
性

(寺
沢

一
九
七
九
)
も
考

慮
さ
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
木
津
川
南
岸
付
近
に
新
た
な
遺
跡
の
発
見
が
望
ま
れ

る
。
次
に
面
帯
で
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
を
考
え
て
み
よ
う
。
河
内
平
野
北
半
～
摂
津

平
野
東
部
の
中
間
地
に
は
旧
河
内
潟
の
存
在
が
指
摘
さ
れ

(梶
山

・
市
原

一
九
七

二
)
、

そ
こ
は
典
型
的
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
地
帯
を
呈
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
中
間
に

一
個
の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
場
合
そ
の
両
側
の
遺
跡
間
隔
は
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
想
定
し
た
が
、
こ
こ
で
も
実
際
に
上
津
島
i
東
奈
良
遺
跡
間

(十

一
・
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)
。

東
奈
良
ー
森
小
路
遺
跡
間

(九

・
ニ
キ

ロ
メ
ー

ト
ル
)、

森
小
路
1
太
奏
遺
跡
間

(九

・
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)、

森
小
路
-
上
津

島
遺
跡
間

(九

・
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)
と
い
ず
れ
も
そ
の
数
値
に
近
接
す
る
。
こ

の
内
、
森
小
路
ー
太
奏
遺
跡
の
中
間
点
に
は
古
川
遺
跡

(瀬
川

一
九
八
三
)
が
、

東
奈
良
-
上
津
島
遺
跡
間
に
は
垂
水
遺
跡
が
、
森
小
路
ー
鬼
虎
川
遺
跡
間
に
は
諸

福
遺
跡
等
が
そ
れ
ぞ
れ
知
ら
れ
て
お
り
、
拠
点
集
落
に
確
定
さ
れ
え
な
い
と
し
て
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も
今
後
の
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
。
ま
た
森
小
路
-
上
津
島
遺
跡
間
と
森
小
路
-

東
奈
良
遺
跡
間
に
は
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
ず
、
ま
た
当
該
地
が
い
ず
れ
も
現
在

の
新
淀
川
が
位
置
し
て
い
る
。
上
流
の
柱
本

・
大
塚
の
二
遺
跡
が
淀
川
河
川
敷
内

に
存
す
る
実
例
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
今
後
の
観
察
に
努
め
た
い
。
以
上
の
諸
点

を
考
え
合
わ
せ
て
、
面
帯

・
線
帯
上
に
お
け
る
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
遺
跡
間

隔
の
中
間
付
近
に
は

一
個
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
!
ル
を
設
定
し
理
解
す
る
こ
と
も
妥
当

で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
先
に
あ
げ
た
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
い
う

一
般
的
間

隔
の
妥
当
性
を
も
間
接
的
に
傍
証
す
る
こ
と
に
な
る
。

続

い
て
別
の
高
い
頻
度

に
あ
る
二

・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
い
う
数
値
を
と

り
あ
げ
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
遺
跡
間
隔
が
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
相
前
後
す
る
と

い
う

一
般
的
様
相
の
二
分
の

一
程
度
に
あ

た
る
。
こ
の
こ
と
は

一
般
的
間
隔
の
中

間
付
近
に
も
時
と
し
て
集
落
が
設
定
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
個

所
は
摂
津
-
山
城
線
帯
上
の
神
足
ー
鶏
冠
井
ー
中
久
世
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
所

々
に
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
将
来
に
お
け
る
調
査
の
進
展
と
フ
ィ
ル
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
近
接
諸
遺
跡
の
中
か
ら
真
の
拠
点
集
落
が
特
定
で
き
る
と
予
想
し
て
い

る
。

拠
点
集
落
群
の
結
合
型
態

遺
跡
の
分
布
状
況
か
ら
近
畿
地
方
中
央
部
に
は
、
五
十
ケ
所
程
度
の
拠
点
集
落

が
、
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
標
準
間
隔

で
、
二
つ
の
面
的
+
多
く
の
線
的
配
置

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
っ
の
空
間
的
枠
組
を
構
成
し
て
い
た
概
要
が
把
握
で
き

え
た
。
こ
の
基
本
的
な
枠
組
に
、
各
拠
点
集
落
か
ら
派
生
し
た
各
期
の
下
位
諸
遺

跡
の
消
長
を
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
実
態
的
な
構
成
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
が
可

能
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
こ
こ
で
は
集
落
群
の
結
合
型
態
を
決
定
す
べ
く
以
下
の
二
項
目
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
各
拠
点
集
落
を
核
と
す
る
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

(も

し
く
は
徒
歩

一
時
間
距
離
)
は
内
在
集
落
の
キ
ヤ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
で
あ
る
。

集

落

a
は
半
径
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
周
囲
環
境
体
と
相
互
関
係
を
も

っ
て
エ
コ
シ
ス

テ
ム
A
を

つ
く
る
。
隣
在
集
落
b
も
当
然
個
有
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
B
を
つ
く
る
。

と
こ
ろ
が
両
者
の
標
準
間
隔
は
五
ヰ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
か
ら
、
集
落

a
の
キ
ヤ
ッ
チ

メ
ン
ト
エ
リ
ァ
の
丁
度
外
縁
に
集
落
b
が
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
集
落

b
か
ら
み
て
も
同
様
な
の
で
両
者
は
相
互
関
係
に
あ
る
と
と
も
に
、
別
の
集
落

c

と
も
同
様
の
関
係
と
な
る
。
キ
ヤ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
は
日
常
生
活
の
中
に
容
易
に
組

み
込
む
こ
と
の
で
き
る
往
復
距
離

(水
津

一
九
六
八
と
に
か
か
わ
る
と
考
え
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
日
常
的
に
往
来
可
能
な
相
互
関
係
を
結
ん
で
い
る
と
判
断
で
き
る
。

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
け
ば
、
近
畿
地
方
中
央
部
に
は
五
十
程
度
の
拠
点
集
落
が

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
連
続
し
て
配
列
し
て
い
る
の
で
、
全
体
を
日
常
的
往
来

可
能
な
範
囲
の
集
合
体
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
な
お
隣
在
す
る
集
落

と
の
間
の
キ
ヤ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ァ
の
相
当
部
分
は
両
者
の
も
の
が
重
複
す
る
の
で
、

理
論
的
に
は
丁
度
そ
の
中
間
点
、
二

・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
迄
を
自
己
の
観
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念
的
領
域
と
意
識
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
問
題
が
あ
る
。
厳
密
に
は
レ
ベ
ル
差
を
確
認
で
き
る
程

全
遺
跡
の
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
実
情
と
は
言
え
、
今
回
と
り
あ
げ
た
約
五
十
遺
跡

に
そ
の
規
模

・
構
造

・
機
能
等
に

つ
い
て
基
本
的
隔
差
は
見
い
だ
し
が
た
い
。
こ

れ
ら
拠
点
集
落
の

一
般
的
様
相
を
大
き
く
越
え
る
よ
り
上
位

レ
ベ
ル
の
中
心
地

。甲

コ
貫
巴

豆
9・
8

に
か
か
る
遺
跡
は
存
し
な
か

つ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
各
種
生
産

物

の
観
察
結
果
も
、
特
定
遺
跡
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
各
地
に
均

一
に
移
動
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り

(酒
井

一
九
七

四
、

一
九
八

一
)
、

そ
の
判
断
を
傍
証

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
地
の
集
落
群
の
結
合
型
態
は
、
小
数
の

上
位
集
落
と
多
数

の
下
位
集
落
か
ら
な
る
典
型
的
な
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
で
は
な
く
、

同
レ
ベ
ル
の
多
く
の
拠
点
集
落
が
均

一
に
連
鎖
す
る
網
目
型
で
あ
り
、
各
集
落
の

つ
く
り
だ
す
日
常
活
動
空
間
の
連
続
的
な
集
合
体
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
理
解

さ
れ
う
る
。

集
落
配
列
に
み
る
生
産
物
の
移
動
経
路

各
種
生
産
物
の
内
、
例
と
し
て
移
動
頻
度
の
高
い
サ
ヌ
カ
イ
ト

・
結
晶
片
岩

・

粘
板
岩

・
河
内
産
土
器
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
出
地
と
集
落
配
列
に
よ
り

な
が
ら
移
動

ル
ー
ト
を
推
定
す
る
。

打
製
石
器
用
サ
ヌ
カ
イ
ト
は
畿
内
中
央
部
の
二
上
山

・
春
日
山

・
明
神
山
と
そ

の
周
辺
地
域
に
産
出
し
、
畿
内
各
地
の
遺
跡
で
出
土
す
る
。
二
上
山
地
域
に
近
接

し
そ
こ
を

キ
ヤ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア

に
組
み
こ
め
る
の
は
、

河
内
側
に
は
喜
志

・
国

府
の
両
遺
跡
が
、
対
す
る
大
和
側
に
は
竹
内
遺
跡
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
量
の
サ

ヌ
カ
イ
ト
石
片
を
出
土
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
を
経
由
し
て
各
地
に
移
動

し
た
可
能
性
は
強
い
。
喜
志

・
国
府
遺
跡
か
ら
は
北
方

へ
は
河
内
-
摂
津
東
部
線

が
、
北
西
方
向

へ
は
河
内
ー
摂
津
西
部
線
が
、
大
阪
湾
沿
岸
南
方
向

へ
は
河
内
-
和

歌
山
線
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
び
て
お
り
そ
れ
ら
に
沿

っ
て
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

対
す
る
竹
内
遺
跡
の
東
側
に
は
す
ぐ
さ
ま
大
和
面
帯
の
諸
遺
跡
が
集
中
し
、
こ
れ

ら
を
経
て
北
方
の
木
津
方
面
に
も
移
動
し
た
で
あ
ろ
う
。

畿
内
南
辺
の
紀
ノ
川
流
域
に
は
石
庖
丁
等
磨
製
石
器
用
の
結
晶
片
岩
が
産
出
し
、

こ
の
製
品
や
半
成
品
は
和
泉
平
野

・
河
内
平
野

・
大
和
盆
地

・
摂
津
西
部
の
諸
遺

跡
に
分
布
す
る
。
河
口
の
和
歌
山
に
は
太
田
黒
田
と
北
田
井
遺
跡
が
所
在
す
る
が
、

こ
れ
ら
の
諸
遺
跡
内
で
大
量
の
結
晶
片
岩
を
加
工

・
搬
出
し
た
痕
跡
が
確
認
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
位
置
か
ら
判
断
し
て
河
内
-
和
歌
山
線
を
北
上

し
、
和
泉
平
野
や
河
内
平
野
の
諸
遺
跡

へ
、
更
に
は
摂
津
西
部
に
は
河
内
i
摂
津

西
部
線
を
経
て
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
紀
ノ
川
中
流
域
に
は
ま
た
少
し
離
れ
て

鴨
都
波
遺
跡
が
所
在
す
る
。
こ
の
地
は
大
和
盆
地

へ
の
入
口
に
位
置
し
、

こ
の
遺

跡
を
経

て
大
和
盆
地

へ
北
上
し
た
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
石
庖
丁
等
磨
製
石
器
用
の
粘
板
岩
は
畿
内
北
辺
の
丹
波
山
地
に
産
し
、

そ
の
製
品
は
摂
津
平
野

・
河
内
平
野

・
山
城
盆
地

・
琵
琶
湖
沿
岸

・
大
和
盆
地
に

分
布
し
、

一
部
は
和
泉
平
野
に
も
及
ぶ
。
限
定
し
た
産
出
地
は
特
定
し
え
て
い
な
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い
が
、
多
く
の
粘
板
岩
製
石
庖
丁
未
成
品
を
出
土
さ
す
遺
跡
に
安
満

(原
口

一
九

七
七
)
が
あ
る
。
移
動
経
路
に
は
摂
津
西
部
-
山
城
線
、
河
内
ー
摂
津
東
部
線
が

移
用
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
大
和
盆
地

へ
は
木
津
川
を
南
下
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
と
し
て
も
、
盆
地
に
入
る
迄
に
は
拠
点
集
落
に
よ
る
線
帯
構
成
は
認
め
ら
れ
な

い
。特

有
の
胎
土
と
製
作
技
法
で
著
名
な
い
わ
ゆ
る
河
内
の
土
器
は
、
生
駒
山
脈
を

形
成
す
る
岩
脈
の
風
化
バ
イ
ラ
ン
土
壌
を
含
む
粘
土
を
素
材
と
す
る
。
河
内
平
野

に
所
在

の
諸
遺

跡
は
そ
の

キ
ヤ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
に
土
壌
産
出
地
を
含
み
、
鬼
虎

川

・
瓜
生
堂

・
恩
智
遺
跡

に
そ
の
製
作

の
可
能
性
を
求
め

て
お
く
。
こ
の
地

に
あ

っ
て
も
亀
井
遺
跡
に
は
典
型
的
な
土

器
の
出
土
す
る
率
は
多
く
な
い
。
河
内
産

土
器
は
畿
内
各
地
の
遺
跡
に
分
布
し
、
先

の
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
同
様
の
経
路
を
使

っ

て
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
生
産
物
の
移
動
は
す
べ
て
人
間
の
手
を
介
在
し
て
い
る
し
、
生
産
物

の
移
動
や
人
間
の
移
動
は
ま
た
各
種
情
報

の
移
動
を
も
た
ら
す

(上
野

一
九
八
〇
)。

現
在
の
認
識
で
は
諸
生
産
物
の
い
く
つ
か

に
つ
い
て
の
移
動
は
特
定
で
き
え
て
も
、

人
間
の
移
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
ま
だ
理
解
が
及
ば
な
い
。

幻
①三
器
乏
(
一
⑩
刈
㎝
)

に
よ
れ
ば
生
産
物
の
移
動
様
式
に
は
次
の
十
種
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
物
の
移

動
状
態
か
ら
推
定
が
可
能
と
い
う
。
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冒
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℃
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○
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冨
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⑧
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○
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O
h

け㊧
α
Φ
・

今

後

そ

の
理

解

に
努

め

た

い
。

中
期
社
会

の
セ
ト

ル
メ
ン
ト

シ
ス
テ

ム

以
上
の
諸
点
を
整
理
す
る
と
、
近
畿
地
方
中
央
部
に
存
し
た
中
期
社
会
構
成
体

の
セ
ト
ル
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

L

社
会
の
基
本
構
成
要
素
は
拠
点
集
落
で
、
知
ら
れ
る
数
は
五
十
ケ
所
程
度

度

で
あ

っ
た
。

Z

そ
の
多
く
は
前
期

(第

一
様
式
)
に
設
定
さ
れ
、
中
期
初
頭

(第
二
様
式
)

～
中
期
末

(第
四
様
式
)
の
長
時
間
に
わ
た
り
個
定
存
続
し
た
。

3

後
期

(第
五
様
式
)
初
頭
に
廃
絶
を
始
め
、
後
期
末
に
は
す
べ
て
が
廃
絶

し
た
。

4

拠
点
集
落
を
核
と
す
る
半
径
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

(も
し
く
は
徒
歩

一
時
間

範
囲
)
を
そ
の
キ
ヤ

ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
と
み
る
。

5
.

拠
点
集
落
は
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
標
準
間
隔
を
置
き
、
連
続
分
布
し
て
面

的

・
線
的
配
列
し
て
い
た
。
全
体
と
し
て
は
、
二
っ
の
面
帯
と
そ
れ
を
結
ぶ

線
帯
お
よ
び
多
く
の
派
生
す
る
線
帯
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

a

先
に
あ
げ
た
キ
ヤ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ァ
の
範
囲
と
標
準
間
隔
か
ら
み
て
、

全
体

が
日
常
往
来
範
囲
の
連
続
集
合
体
で
あ

っ
た
。

τ

そ
れ
ら
の
結
合
型
態
は
、
小
数
上
位
集
落
と
多
数
下
位
集
落
に
よ
る
ピ
ラ

ミ
ッ
ト
型
で
は
な
く
、
多
数

の
同
位
集
落
群
に
よ
る
網
目
型
で
あ

っ
た
。
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8

諸
生
産
物
は
産
出
地
に
所
在
す
る
拠
点
集
落
を
介
在
し
て
、
多
く
の
集
落

配
列
を
回
路
と
し
て
各
地
に
移
動
し
た
。

9

た
だ
し
、
生
産
物
と
情
報
の
移
動

を
も
た
ら
す
人
間
の
移
動
に
つ
い
て
は

理
解
が
及
ば
な
か

っ
た
。

中
期
社
会
の
構
造
維
持
過
程

中
期
構
成
体
は
以
上
の
セ
ト
ル
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
枠
組
さ
れ
て
、
数
百
年
の

長
時
間
に
わ
た
り
基
本
的
な
構
造
生
成
を
す
る
こ
と
な
く
、
構
造
維
持
と
し
た
こ

と
に
特
質
が
認
め
ら
れ
る
。

つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ

ク
の
作
用
に
よ
り
そ
の
構
造
維
持
過
程
を
説
明
で
き
る
。

1

各
拠
点
集
落
は
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル

(も
し
く
は
徒
歩

一
時
間
範
囲
)
の

キ
ヤ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
内
の
微
小
環
境
と
相
互
関
係
し
て
自
ら
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
を
形
成
す
る
。

H

前
程
条
件
と
し
て
、
畿
内
各
地
に
特
徴
あ
る
微
小
環
境
が
偏
在
分
布
し
て
お

り
、
単

一
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
自
立
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
各
平
野
中

央
部

で
は
石
器
用
石
材
が
全
く
産
出
せ
ず
、
す
べ
て
遠
く
の
諸
産
地
か
ら
搬
入

せ
ざ
る
を
え
な
い
。

皿

各
産
出
地
に
各
種
の
産
物
を
採
集
し
に
行
く
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
前
程
条

件
か
ら
し
て
そ
れ
に
つ
い
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ま
り
に
大
き
い
。
か
つ
各
産

出
地
所
在

の
集
落
の
干
渉
を
も
受
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
自
己
の
個
性
あ
る
エ
コ
シ

ス
テ
ム
を
背
景
に
、
他
諸
集
落
と
の
交
換
活
動
を
す
る
方
が
は
る
か
に
合
理
的

で
あ
る
。

W

結
果
と
し
て
、
生
産
物

の
交
換
に
適
し
た
集
落
配
置
を
指
向
し
、
交
換
活
動

が
実
施
さ
れ
る
。

V

ひ
と
た
び
交
換
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
各
集
落
が
機
能
し
始
め
る
と
、

そ
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
疎
外
す
る
動
き
は
相
対
的
圧
力
と
な
り
自
ら
に
は
ね
か

え
る
。

こ
こ
に
全
集
落
が
等
質
で
、
基
本
的
な
隔
差
が
生
じ
に
く

い
構
造
と
な
る
。

W

各
地
の
拠
点
集
落
の
関
係
に
は
、
活
発
で
多
方
向
の
諸
生
産
物
の
交
換
活
動

に
も
と
ず
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が
作
用
し
、
全
体
の
構
造
を
維
持

す
る
力
と
な
る
。

皿

構
造
維
持
は
何
等
か
の
決
定
的
な
外
圧

に
よ
る
内
部
障
害
が
発
生
す
る
ま
で

持
続
す
る
。
実
際
に
継
続
的
な
外
圧
が
生
じ
て
い
た
ら
し
く
、
こ
れ
に
対
応
し
て
銅

鐸
を
特
定
祭
器
と
す
る
祭
杷

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
徐
々
に
強
加
(
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
フ
ィ

バ

ッ
ク
が
こ
の
部
分
に
作
用
)
さ
れ
た
。

W

構
造
が
解
体
し
始
め
る
の
は
後
期
初
頭
で
、
終
了
す
る
の
は
後
期
末
で
あ
る
。

お
わ

り
に

　

　

　

以
上
、
先
学
諸
氏
の
御
批
判
を
願
う
べ
く
極
め
て
簡
略
化
し
て
論
じ
た
。
限
ら

れ
た
調
査
し
か
受
け
て
い
な
い
遺
跡
を
観
察
対
象
と
し
て
過
去
を
再
構
成
す
る
作

業
そ
の
も
の
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
限
界
が
あ
る
。
御
批
判
と
調
査
の
進
捗
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を
受
け
て
今
後
と
も
再
構
成
に
努
め
た
い
。

な
お
、

「拠
点
集
落
」
に
か
か
わ
る
最
近
の
諸
論
議
は
田
中
義
昭

(
一
九
七
六
)

に
よ
る
論
文
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
に
お
け
る

「拠
点
集
落
」

の
用
語
は
田
中
に
よ
る
そ
れ
と
必
ず
し
も

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
参
照
さ
れ

た
い
。

〔付
記
〕

原

口
正
三

・
堅
田
直

・
佐
原
真
の
諸
先
生
に
は
本
稿
校
正
中
に
有
効
な
御
提
言

い
た
だ
い
た
。
八
,回
は
そ
れ
ら
を
生
か
し

え
な
か

っ
た
が
将
来
に
お
け
る
作
業
に

は
役
立
て
た
い
。
文
末
で
は
あ
る
が
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

〔文
献
〕

上
野
佳
也

一
九
八
〇

「情
報
の
流
れ
と
し
て
の
縄
文
土
器
型
式
の
伝
播
」

『民
族

学
研
究
」
四
十
四
巻
四
号

大
阪
文
化
財

セ
ン
タ
ー

一
九
七
七

『大
阪
文
化
財
地
図
』

梶
山
彦
太
郎

・
市
原
実

一
九
七
二
「
大
阪
平
野
の
発
達
史
」
『地
質
学
論
集
」
七
号

ク
ン
ケ
ル
一
九
ヒ
四
『行
動
社
会
学
と
経
済
発
展
』

(加
藤
昭
二
訳
)

国
土
地
理
協
会

一
九
七
五

『全
国
遺
跡
地
図

(京
都
府
)
」
26

堺
市
教
育
委
員
会

一
九
八

一
『
四
ツ
池
遺
跡
ー
第
八
十
地
区

・
第
八
十

一
地
区
1
」

酒
井
龍

=

九
七
四

「石
庖
丁
の
生
産
と
消
費
を
め
ぐ
る
二
っ
の
モ
デ
ル
」

『考

古
学
研
究
」
二
十

一
巻
二
号

一
九
七
六

「弥
生
社
会
の
体
系
的
理
解
に
関
す
る
認
識
論
」

『大
阪
文

化
誌
」
二
巻

一
号

一
九
七
七

「古
墳
造
営
労
働
力

の
出
現
と
煮
沸
用
甕
」
『考
古
学
研
究
」

二
十
四
巻
二
号

一
九
七
八
A

「弥
生
中
期
社
会
の
形
成
」

『歴
史
公
論
」
四
巻
三
号

一
九
七
八
B

「銅
鐸

・
そ
の
内
な
る
世
界
」

『摂
河
泉
文
化
資
料
」
三

巻
二
号

一
九
八
〇

「銅
鐸

(邪
気
と
封
じ
こ
め
の
オ
ブ
ジ

ェ
)
論
)

『摂
河
泉

文
化
資
料
」
五
巻
三
号

一
九
八

一
「亀
井
遺
跡
の
石
器
生
産
」

『亀
井

・
城
山
」

(大
阪
文
化

財
セ
ン
タ
ー
)
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一
九
八
二
A

「畿
内
大
社
会
の
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